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研究課題 
 

リサイクルゴムを使用した高機能舗装の開発研究  

 
研究状況 

 
  古タイヤ微粉末をアスファルトと混合して高粘度バインダー（アスファルトラバー AR） とし、これ

により舗装用アスファルト混合物を製造する技術の開発である。昨年度までの室内試験による基本的物

理試験の検討は順調で、期待どおりの製品を得ることができている。今年度は実際に道路舗装を施工す

る段階で、20 トン以上の大量バインダーの製造、タンクローリーによる運搬、既存のアスファルト混合

物製造プラントへの接続、骨材との混合温度、混合時間の確認、アスファルト舗装用混合物のダンプカ

ーによる施工現場への運搬、アスファルトフィニッシャーによる敷き均し状況、マカダムローラー、タ

イヤローラーなどの締固め温度、転圧回数、完成路面の平坦性、摩擦係数などの測定を実施した。 
  小平市道、ブリヂストン東京工場構内、久留米市道において試験施工を実施し、いずれも問題なく施

工できることを確認した。 
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 今後の研 
 究計画 

 
 これまでは、アスファルト混合物の骨材には新しいものだけを使用していた。今後は、古い舗装路面から破砕され

て得られるアスファルト舗装廃棄物の再生利用を検討する。今年度まで開発した新規アスファルトラバー混合物に

20％程度の再生材を混入して試験施工を実施する。すでに室内試験では問題のないことを確認している。4 月には

加茂市の新潟県道において 300 メートルを施工する予定である。 
 

 


